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Ⅰ．は じ め に

Brugada症候群患者では心房細動（AF）の合併率

が正常人に比べ高いといわれている 1），2）．近年，

Brugada症候群患者のなかには，AFまたは心房粗

動など心房性不整脈を併発し，心房受攻性が亢進し

た症例が報告されているが，その機序の多くは不明

である3）．今回われわれは，Brugada症候群患者に

Brugada症候群患者における発作性心房細動発症と
Naチャネルブロッカー静脈投与後のP波幅の関係
について
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【背景】Brugada症候群患者では心房細動（AF）の合併を多く認めるが，その機序は不

明である．今回われわれは，Brugada症候群患者におけるAF発症の予測因子として，

Naチャネルブロッカー静脈投与後のP波幅の有用性を検討した．【対象と方法】心電

図上Brugada症候群と診断され，Naチャネルブロッカー静脈投与後に有意なST上

昇を認めた18例．AF発症の有無により2群に分け（A群5例：AF合併例，B群13

例：AF非合併例），Naチャネルブロッカー静脈投与前後での第Ⅱ誘導におけるP波

幅，QRS幅，年齢，左房径を比較した．【結果】Naチャネルブロッカー静脈投与前

のP波幅は，2群間で有意差を認めなかった（A群：104＋/－5.5 ms vs B群：

105＋/－5.0 ms）．Naチャネルブロッカー静脈投与後のP波幅はいずれも延長す

るものの，A群がB群に比べ有意に大であった（A群：160＋/－14.5 ms vs B群：

123＋/－5.5 ms；p＜0.05）．また，QRS幅，年齢，左房径については投与前後

で2群間に有意差を認めなかった．【結論】Brugada症候群患者における発作性AF発

症メカニズムの一つとして心房内伝導障害が関与している可能性が考えられた．ま

た，Brugada症候群患者においてNaチャネルブロッカー静脈投与後のP波幅を評価

することで，発作性AF発症を予測できる可能性が示唆された．
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おける発作性AF発症の予測因子として，Naチャネル

ブロッカー静脈投与後のP波幅の有用性を検討した．

Ⅱ．対象と方法

対象は当院にて1998年から2006年の間に精査を

行ったBrugada症候群18例（平均年齢53±13歳の男

性）で基礎心疾患は認めなかった．これらの患者を

発作性AFの有無により2群に分け，Naチャネルブ

ロッカー静脈投与前後でのP波幅，QRS幅を比較し

た．Na チャネルブロッカーはピルジカイニド

（1 mg/kg）を用い，10分以上かけて緩徐に静脈内投

与した．また，静脈注射中12誘導心電図記録を2分

おきに行い，20分後に心電図がtype 1に変化するか，

type 2 でも2 mm以上J 点が上昇すれば陽性とした．

P波幅の測定は第Ⅱ誘導を用い，拡大して計測した．

Ⅲ．結　　　果

AF合併例をA群（5例），AF非合併例をB群（13

例）とした．平均年齢（A群：48±8歳，B群：56±

5歳），心エコーでの左房径（A群：35.2±2.1 mm，

B群：33.4±1.1 mm）に有意差を認めなかった．図1

にNaチャネルブロッカー投与前後の12誘導心電図

を示す．左はA群，右はB群の一例である．いずれ

もNaチャネルブロッカー投与後に右側胸部誘導で

のST上昇を，特にV2誘導においてtype 1に変化す

る所見を認めた．この際の，第Ⅱ誘導における拡大

心電図を図2に示す．図2左はA群のNaチャネルブ

ロッカー投与前後のP波幅を示すが，静脈投与前の

95 msに比べ，投与後は145 msecと明らかな延長を

認めた．また，図2右はB群のNaチャネルブロッカー

投与前後のP波幅を示す．静脈投与前は115msecで
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図1 Naチャネルブロッカー投与前後の12誘導心電図
左はA群の1例で，右はB群の1例．両者とも有意なST上昇を認める．

SCB：Naチャネルブロッカー



あったのに対し，投与後は130 msとP波幅の延長は

A群に比べ軽度であった．

図3aに両群間におけるNaチャネルブロッカー静

脈投与前後のP波幅を比較検討したグラフを示す．

Naチャネルブロッカー静脈投与前のP波幅は2群間

で有意差を認めなかった（A群：104＋/－5.5 ms vs

B群：105＋/－5.0 ms；n.s.）が，投与後のP波幅は

A群がB群に比べ有意に大であった（A群：160＋/

－14.5 ms vs B群：123＋/－5.5 ms；p＜0.05）．

また，図3bに両群間におけるNaチャネルブロッ

カー静脈投与前後のP波幅の差（⊿Width of the P

wave）を比較検討したグラフを示す．⊿Width of

the P waveはA群がB群に比べ有意に大であった

（A群：60＋/－12.3 ms vs B群：20＋/－0.5 ms；

p＜0.005）．また，図3cに示すように，Naチャネル

ブロッカー静脈投与前後で比較した2群のQRS幅に

有意差を認めなかった（投与前A群：87＋/－5.5 ms

vs B群：88＋/－5.0 ms；n.s. 投与後A群：111＋/

－5.3 ms vs B群：114＋/－5.0 ms；n.s.）．

Ⅳ．考　　　察

Brugada症候群患者のなかにはAFまたは心房粗

動など心房性不整脈を併発し1），2），心房受攻性の亢

進した症例が多く報告されている3）．また，Morita

らは電気生理検査（EPS）において，コントロール群

に比べBrugada症候群患者はAFの合併が多く，そ

の機序として心房内伝導遅延の関与を指摘している4）．

本研究により，Brugada症候群患者のうち，AFを

合併する群において，Naチャネルブロッカー投与

後にP波幅がより延長することが確認された．すな

わち，Brugada症候群患者のなかで，AFの既往の

ある群では心房内伝導遅延がより起こりやすく，

AF発症に関与している可能性が示唆された．さら

には，Brugada症候群患者においてNaチャネルブ

ロッカー静脈投与後のP波幅を検討することによ

り，AF発症を予測できる可能性も示唆された．ま

た，Naチャネルブロッカー静脈投与前と投与後のP

波幅の差（⊿Width of the P wave）を比較検討する
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図2 Naチャネルブロッカー投与前後における第Ⅱ誘導の拡大心電図
左：A群の投与前後のP波幅，右：B群の投与前後のP波幅．



と，A群ではすべて40 ms以上の差を認めており，

12誘導で認識できる変化と考えられた．このことは

Brugada症候群患者の植込み型除細動器（ICD）植込

みにあたり，その設定を決定するうえで有用な情報

であると考えられた．ただし，今回Naチャネルブ

ロッカー投与前後のEPSによる検討はしておらず，

不応期や不応期のばらつきなどの心房受攻性の亢進

については不明であった．また，今回の症例のAF

合併の確認として，心電図，またはICDにて記録さ

れたものをA群に振り分けており，AFの誘発性，

持続時間に関しての検討は行っていない．

本研究では，ヨーロッパ心臓病学会（ESC）の診断

基準ではなく5），6），特発性心室細動研究会（J-IVFS）

の診断基準を用いた．すなわち，薬剤負荷後にtype

1 Brugada波形に変化する症例のみならず，type 2

Brugada波形でも2 mm以上J点が上昇すれば陽性と

判断した7）．J-IVFS基準はESC基準より心事故発生

の検出率が高いとされている．われわれが検討した

A群での心事故発生は5例中4例（80％）と，B群の9

例中5例（55.6％）よりも高い傾向にあった．このこ

とは，Brugada症候群患者においてNaチャネルブロッ

カー静脈投与後，P波幅が延長した症例はAF発症

の予測のみならず，心事故発生を検出できる可能性

を示唆している．さらには，Naチャネルブロッカー静

脈投与前後で比較した2群のQRS幅に有意差を認め

ず，P波幅に有意差を認めたことは，心室筋に比べ

心房筋により伝導障害が検出されやすいことを意味

している可能性がある．これについては，今後さら

なる検討が必要である．

Ⅴ．結　　　論

Brugada症候群患者におけるAF発症メカニズム

の一つとして，心房内伝導障害が関与しているもの

と考えられた．また，Brugada症候群患者において

Naチャネルブロッカー静脈投与後のP波幅を検討す

ることにより，AF発症を予測できる可能性が示唆

された．このことはBrugada症候群患者のICDプ

ログラム設定にあたり，有用な情報であると考えら

れた．
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図3 Naチャネルブロッカー静脈投与前後のP波幅，
QRS幅の比較

a：Naチャネルブロッカー静脈投与前のP波幅に2群間で有

意差を認めなかったが，Naチャネルブロッカー静脈投与

後のP波幅はA群がB群に比べ大であった．

b：⊿Width of the P waveはA群がB群に比べより有意に大

であった．

c：投与前後のQRS幅に2群間で有意差を認めなかった．

SCB：Naチャネルブロッカー，Width of the P wave：P

波幅，⊿Width of the P wave：投与前後のP波幅の差．
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